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������世紀を迎えた今日, あらゆる分野において国
際化の波は一層加速化, 拡大化し, 我々の専門と

するスポーツ・武道の分野においても避けてとお

ることのできない重要な課題となっている｡ 本学

においても, 平成��年度計画における全学的目標
において, 国際交流に関する事項が重要施策の一

つとして掲げられている｡ その中では, ｢国際交

流の一層の充実･拡大に努め, 本学の国際化を目

指す｣ と謳っており, この目標達成のために貢献

していかなければならない｡

講道館柔道は����(明治��年) 年５月, 若き青
年教師, 嘉納治五郎がお寺の一室 (東京下谷永昌

寺) を借りてわずか��畳, 門弟９人を集めて指導
したのがその始まりである１)｡ それから���数年
の時を経た今, 柔道の国際的普及は, 我が国発祥

の競技としては, 他に類を見ない発展を遂げ,

ＩＪＦ �国際柔道連盟�の加盟国は���カ国・地域
(����年９月現在) にまで及んでいる｡ 国際交流
の推進を標榜し, また武道課程を有する本学にお

いて, 諸外国における武道指導論の確立を目指す

ことは, 本学の使命であり, 大きく捉えれば国益

にも貢献できる重要な任務であると考えている｡

特に��年度計画における国際交流の具体的目標事
項として, ｢アジアや欧米の大学, 研究機関との

国際交流に努め, 大学間交流協定締結校等の拡大

を目指す｡｣ と明記してある｡ そのためにも海外

における指導法の確立は必要不可欠であると考え

られる｡

近年, 世界柔道選手権, オリンピック柔道競技

において, 競技レベルの均衡化が進んでいる｡ 以

前に良く見られた, 特定の国, あるいは特定の大

陸が強いといった明らかな実力格差が薄れ, 各国

及び各大陸においてメダルの ｢分散化傾向｣ が顕

著に見られるようになった｡ その代表的な例とし

て, ����年世界選手権において男子����級金メダ
リストにアフリカ大陸初の金メダリスト, アニス・

ルニフィ (チュニジア) が, ����年女子����級に
おいて南米アルゼンチン初の金メダリスト, ダニ

エラ・クルコウエルが誕生するなど, メダル分散

化に拍車がかかっている｡

その一方, アジアにおけるメダル獲得国は,

(旧ソ連邦国を除けば) 大きな変動もなく, 固定

化されているのが現状である｡ ＪＵＡ (アジア柔

道連盟) 加盟国は��カ国 (����年��月現在) に及
ぶが日本, 韓国, 中国, 北朝鮮, モンゴル, イラ

ン, ウズベキスタン, カザフスタンの８カ国以外

からのメダリストは誕生していない｡ 特に,����� (東南アジア諸国連合) 地域の柔道普及
率, 競技レベルの立ち遅れは顕著で, 世界レベル

の大会におけるメダル獲得実績は皆無であり, そ

れらを含めて鑑みると明らかに柔道後進地域と言

えよう｡ この地域のレベルアップを計ることは,

アジア全体の競技力の向上に繋がり, ひいては世

界柔道の更なる発展にも寄与できるものと思われ

る｡ 技術レベルがいまだ未熟と思われる海外諸国

における指導方法に関しての報告はあまり見られ

ない｡ そこで今回, 柔道発展途上にあると思われ

る国々での指導マニュアルとして役立つことを目

的とした資料作成を試みた｡

筆者は����年８月��日から��日まで, �����
加盟国であるベトナム社会主義共和国の首都ハノ

イにおいて, 柔道コーチを対象にオリンピックソ

リダリティー・テクニカルコースにおいて指導す

る機会を得ることが出来た｡ 本稿では, このセミ

ナーにおける派遣体制, ベトナム事情やベトナム

柔道の実態, 実施した指導方法等を中心に報告し,

考察を述べてみることにした｡��������������������������
このコースは開催する競技を決定した各国の��� (国内オリンピック委員会) が��� (国際
オリンピック委員会) に申請し受理された後,���オリンピックソリダリティー委員会が ��
(国際競技連盟) へ指導に当たるエキスパートの

推薦を依頼し, 推挙されたエキスパートによって

当該国の競技力の向上, 普及・発展を目的とした

セミナーである｡ 今回の派遣は���, ＩＪＦ,
ベトナムオリンピック委員会の合同プログラムに
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よって開催されたものである (資料１)｡

����������
今回の訪問地ベトナムは, キン族と呼ばれる民

族が９割を占め, そのほかに��以上の少数民族が
存在している多民族国家である｡ インドシナ半島

の東側を南北に縦長くＳ字状に縁取るように形成

され, 国土の４分の３が山岳地帯で覆われ, 人口

約�����万人を有している｡ ����年, ベトナム戦
争が終結し解放されるまではサイゴンと呼ばれて

いたベトナム最大の商業都市ホーチミン市, 北は

政治, 文化の中心地でもあるハノイ市がこの国を

代表する二大都市である｡ 豊かな自然や, フラン

ス統治時代に建てられた教会, 千年以上の歴史を

持つ由緒ある寺社など中国文化の影響も強く受け

ていて, 独特の異国情緒を味わうことが出来る国

である｡

セミナー会場となったハノイ市内は人と車とバ

イクで溢れかえり, 街には更なる成長を遂げよう

とする活気が漲り, ドイモイ政策 (刷新) による

経済改革の成果も見られ, 思っていた以上の賑わ

いを見せていた｡ 至る所で天秤棒を担いだ行商人

が行き交い, 雑踏の路上市場には, 野菜や果物,

豚, 鶏など様々な食産物が豊富に山積みされてい

る｡ また, 携帯電話がかなり普及していて, それ

を使って大声でやり取りしている姿に接すると,

この国の経済が如何に成長しているかを見ている

ようであった｡ バイクや乗用車, 電化製品などは

日本製の物が多く見られ, ブランド的存在として

人気もあるようだが, 韓国, 中国製品も負けず劣

らず進出している｡ この地を訪れた日本の多くの

人が, まず驚くのはバイクの多さであろう｡ その

運転の荒々しさも去ることながら, 絶えず鳴り響

いているけたたましいクラクションの騒音も相当

なものであった｡ バイクドライバーのヘルメット

着用など勿論皆無で, 一台のバイクに３, ４人が

乗って走行していたり, 一時停止, 左右確認など

する様子もなく, 交通法規がこの国には本当にあ

るのかと疑いたくなるような, 我々にとっては危

険極まりない無謀で強引な運転が見られた｡ そん

な中で, ドライバー達の強引な運転を難なくかわ

し, 車と車の僅かな間隙をスルリとぬって, 平然

と道路を横切って行く歩行者の光景もまた驚きで

あった｡

日本の若い女性を中心にブームを呼んだベトナ

ム観光は, 世界中を震撼させた ｢ＳＡＲＳ｣ のあ

おりを受け, 相当落ち込み, 滞在中旅行者らしき

日本人を見かけることはほとんどなかった｡ それ

までは年々増え続けていた欧米諸国からの旅行者

も激減し, 経済的にかなりダメージを受けている

とのことであった｡ しかし, 物価が安く (日本の

約５分の１, 通貨単位はドン), 食材が豊富にあ

り, 世界遺産に４カ所 (ハロン湾, フエ王宮群,

ホイアンの町並み, ミーソン遺跡群) も登録され,

歴史ある遺産を有し, 多くの魅力を持っている国

でもある｡ また湖が点在しているハノイにあって,

タイ湖の美しさは一際素晴しかったが, 他にもま

だまだ多くの観光スポットが存在している｡ 郊外

に車を向けて走らすと, 直に長閑な田園地帯に出

ることができ, そこには日本の古き良き時代の面
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資料１ 終了証明書 (中央はロゲ���会長のサイン)



影を彷彿することができる｡ 農業従事者が多いこ

の国は, ノン (三角錐をした編み笠) をかぶり,

素足で肩に天秤棒を担ぎ, 農作物を運搬している

様子や, 頭上に果物などが入った大きな籠を載せ

て歩いている農民の姿, また子供達が手に鞭の代

わりとなる竹棒を持ち, 水牛の群れを追っている

光景もよく見ることができる｡ さらに触れ合う人

達は, 礼儀正しく, 謙虚で長幼の序を重んじてい

て (中国文化, 儒教の影響からか), 人柄が良く

て, この上ない親しみを感じることができる｡ 素

朴で親切な人々, 自然豊かで情緒的な雰囲気, ノ

スタルジックな街並みを残しているこの地は近い

内に再び, 日本人のみならず, 諸外国から多くの

観光客で賑わいをみせることになるだろう (写真

１�２)｡
����������
指導対象者は, ベトナム国内から選ばれた柔道

コーチ��名で, うち女性指導者は６名であった
(全国��県から選抜されたコーチ達でベトナム南
部から召集された者が多くいた)｡ 参加者の技術

レベルにかなりの格差が見られ, 初段から４段程

度のレベル差があり, 年齢層も下は��歳代から最
高齢者は��歳と幅広い年齢集団のセミナーであっ
た｡ 指導内容は, 彼らからのリクエストに応える

ことにしたが, やはり多くの外国選手が苦手とす

る ｢足技を中心に指導を受けたい｣ との意見でま

とまり, 実際の試合の決まり技として多く用いら

れる, ｢大内刈｣ や ｢小内刈｣ 等に時間を割くこ

とにした｡ 固技や形の指導もして欲しいという要

望もあったが, 日程の都合上, 投技を優先し実施

することにした｡ その他にもいくつかの要望が出

たが, 今後に引き継いでいきたいと考えている｡

ベトナムの選手達は, 軽量級や, 中量級の選手が

多く見られ, 重量級の選手が少ないため, 足技中

心のセミナーがより競技力の向上に繋がるものと

考え, そこにポイントをおいて指導することにし

た (�����諸国においては, 男子����級, 女子����級の階級が設けられ, 本来のＩＪＦ規定より軽
い階級が正式採用されている)｡ 参加者の中には,

新聞でこのセミナーが開催されていることを知り,

飛び込みで参加してきたハノイ体育大学マーシャ

ルアーツの教官４名や, ハノイ市柔道協会のジュ

ニア選手達も見学にやって来た｡

ベトナムの天候が, 高温多湿で熱帯モンスー気

候に属しているのは知ってはいたが, 連日, 突き

刺すような強烈な陽射しの上に, 湿度がやたら高

く厳しい時期の開催であった｡ さらに会場の ｢ク

ワンヌアスタジアム｣ は建設半ばで, 電気が通っ

ていないため冷房施設, 通気孔も一切ない無風状

態, まるでサウナ室の中にでも入っている様な環

境であった (開催時期, 場所については今後検討

が必要)｡ 筆者を含め, 体力の消耗は激しかった

が, 参加者の中には熱心にノートに書き取り, 技

術をマスターしようと精力的に質問をする者もい

た｡ その熱意は, さすがここハノイまで, ３日間
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写真１ ノンをかぶり農作物を売っている人々

写真２ 至る所で見られる水牛



も費やしてやって来ただけのことはあるなと感心

させられた｡ ホテルから会場までの輸送手段が

｢バイクタクシー｣ の時もあり, 後部席に乗って

いるその間のスリル (前述した通り) は, この国

でしか体験できない良き思い出となった｡

海外遠征でよく問題になるのが畳であるが, 今

回はドイツから贈呈された畳を使用していて, 緩

衝性や硬さに関して大きな障害はなかった｡ 彼ら

が着ていた柔道衣は, リサイクル柔道衣 (ＩＪＦ

と全日本柔道連盟の合同事業で, 日本で使わなく

なった授業用柔道衣等を集め, 無料で各国に送っ

ている活動) を着用している者が多く, 漢字で学

校名や個人名が刺繍してあるものや, 生地が薄く

袖や丈が極端に短い空手衣を着ている者も見受け

られた (この国ではテコンドーが盛んである)｡

講習は筆者がお粗末な英語で行い, それを英語の

出来る受講者がベトナム語に訳す形で行ったため,

一つの説明にかなりの時間を要し, 意図すること

が上手く伝わらないケースもあった (南部と北部

で方言がかなり異なり, 通訳者が南部出身で北部

のコーチ達はさらに理解に苦しんでいた)｡ 想像

もしないような質問に, 冷や汗をかくこともあり,
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資料２ 講習会日程・スケジュール・プログラム

時間
日

������～��：�� ������～����
１日目

開講式
講義 ｢講道館柔道の歴史／稽古方法｣
実技 －組方, 進退動作
出足払, 送足払, 大内刈⇔小内刈
【一人打込 (その場・移動しながら)】

投技の基本
＊崩し (八方の崩し) ／大内刈 (その場で)

三人打込
移動打込－追い込んで／引き出して

－釣り手側に移動して掛ける

２日目

既習技の復習
＊小内刈

その場での入り方 (打込方法)
引き出して掛ける
追い込んで掛ける

既習技の復習
＊小内刈

・釣り手側に回しながら掛ける
・小内巻込／小内刈を小内返
・小内刈を支釣込足

３日目

既習技の復習
＊背負投

・その場での入り方 (打込方法)
・三人打込
・追い込んで／引き出して
・引き手側, 釣り手側に横移動しながら掛ける

既習技の復習
・小内刈⇔背負投
・大内刈⇔背負投
・小外刈⇒背負投

４日目

既習技の復習
＊体落・その場での入り方 (打込方法)

・追い込んで／引き出して
・引手側に横移動しながら掛ける
・大内刈から体落

既習技の復習
＊巴投

その場での入り方
引手側に引き出しながら掛ける
正面からフェイントを使って掛ける

５日目

既習技の復習
＊大外刈

・その場での入り方 (打込方法)
・追い込んで掛ける
・大内刈から大外刈／膝車から大外刈

＊内股
・その場での入り方 (打込方法)
・追い込んで掛ける

(固技)
＊絞技

・送襟絞の基本動作
・送襟絞の応じ方
・立技から絞技
(相手の一本背負投→送襟絞)

６日目

(固技)
＊関節技

・四つん這いの相手の背後から→腕挫十字固
・正面から攻めてくる相手に対し→腕挫腋固
・背後から攻めてくる相手対し→腕挫腋固

(固技の連絡技)
・抑込技⇔絞技⇔腕挫十字固⇔抑込技

７日目 閉講式



浅学菲才を反省させられた｡ 特に審判方法, 形に

対する質問が多く出された｡ ｢小外刈｣ の解説中

にアキレス腱辺りを狙って刈ると効果的な技にな

ると説明すると, ｢それは危険だ, アキレス腱が

切れて, 怪我をしてしまうからだめだ｣ などの応

答もあった｡ 受講者のレベル差がかなりあったこ

とが, このやりとりからも理解していただけるも

のと思う｡ 実施内容の詳細は資料２に添付した

(資料２, 写真３－８)｡
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写真３ 開講式でスピーチをするホーン会長

写真４ 集った受講者達

写真５ 準備体操をする受講者達

写真６ 投技の説明を熱心にメモを取る受講者

写真７ 固技の説明をする筆者



��������������
ベトナム柔道は, 第二次世界大戦時にこの国に

派遣された日本人兵士によって����年頃に伝わっ
たのが始まりと言われている｡ ベトナム戦争中,

一時的に中止になり, ����年から活動が再開され,����年からは交流試合が行われるようになり, ３
年前からはベトナム国際柔道大会 (ホーチミン��カップ) を開催, 日本, 韓国などが参加し盛
り上がりを見せている｡

ベトナム柔道連盟は, ��県からなる地方連盟
(北部ハノイ市を中心に３県, 中部フエ市を中心

に６県, 南部ホーチミン市を中心に��県) と特別
な機関である軍隊, 警察, 教育機関の３組織, 合

計��組織から構成されている｡ 会長は親日派で知
られるホーチミン市在住の�������������
氏, 柔道人口は約�����人, 有段者�����人を超え,
６段以上が��人を超えているとのことである｡ こ
の国においては, 柔道はマイナー競技の一つであ

り, 競技人口を増やし, 国際大会で活躍できる選

手を育てることが, 今後の課題である｡ レベル向

上を目的とし, ����年にロシア人指導者を招聘し
たのを皮切りに, 現在は中国人指導者や日本人指

導者がナショナルチームやハノイ市を中心に指導

強化に当たっている｡ 各県の指導者の多くは, そ

れぞれの県にある体育省に勤務している者が多い｡

ナショナルチームの選手は, ハノイ市にある合宿

センターに集められ (以前はホーチミン市), 職

業として給料をもらいながら柔道に専念できる恵

まれた環境にある｡ 現在��数名がナショナルチー
ムの選手として登録され練習に励んでいる｡ ただ,

選手選考方法や試合における判定などに関して,

いまだに南北分裂時代のしこりがあるようで, ア

ンフェアーな判定や政治的な問題等で, 南部役員

と北部役員の間で激しい言い争いやトラブルが度々

見られるとのこと｡ 筆者滞在中ナショナルチーム

の選手達は韓国, 中国, 日本などに分散し海外遠

征に出かけ積極的に強化に励んでいたが, 彼らの

最大の目標は, オリンピックや世界選手権に匹敵

するか, それ以上の重要性を持っていると言って

も過言ではない ｢Ｓ����Ｅ��������Ｇ��������������｣ で金メダルを取ることにある｡ ２年毎
に開かれ, ��回目を迎える����年の大会はベトナ
ムで開催されることが決定している｡ そのために

例年以上に強化に力を入れているとのこと｡ 街の

あちこちの看板や飲料水等のラベル, バスやタク

シーなどの広告もこの ����������の予告ポス
ター (水牛がメダルをかけポーズを取っているイ

ラスト) で彩られていることからも, この大会へ

の意気込み, 国民の期待の大きさ, 関心の高さを

窺い知ることができる｡ (写真９) 参加国は�����加盟国でフィリピン, タイ, マレーシア,
インドネシア, ラオス, カンボジア, ミャンマー,

シンガポール, 東ティモール, ブルネイ, ベトナ

ムの��カ国である｡ 柔道競技はタイ, インドネシ
ア, フィリピンが強豪であるが, どの国も外国か

濱田：国際交流の一環としての柔道指導方法について
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写真８ 全日程を終了し全員集合

写真９ ��������のイラスト



ら優秀なコーチを招聘したり, 講習会を開くなど

の強化策を試み, より多くのメダル獲得を目指し

必死の様相である｡ ベトナム・ホーン会長は ｢地

元開催でもあり, ２個以上の金メダルを取らなけ

ればならない｡ メダルを取るとマスコミに取り上

げられ人気が出て競技人口や, 国から分配される

強化費が増える｣ と, 強い思いを込めて真剣な眼

差しで抱負を述べていたのが印象に残った｡ 柔道

は��月６日から８日, ホーチミン市で開催される
予定であった｡

ベトナム勢の活躍が大いに期待された｡��� �
ベトナムにおける指導内容, 実態等を述べてき

たが, 他の�����諸国においても同様の課題が
あるものと推測される｡ 本セミナーにおいても基

本的な技術が, 習得されていない指導者も見られ

たが, 重要な課題として克服しなければならない

技術は, ｢足技に対する技術の向上｣ が挙げられ

る｡ 日程の都合上, 時間が取れず割愛せざるをえ

なかったが, 今後以下に示す内容の練習方法を付

け加えることによって, より効果的に課題とする

足技技術習得の向上が期待できるであろう｡

(その１) タオルギャザートレーニング

この方法はバレーボール競技なども取り入れて

いて柔道競技に限らず, スポーツ全般に必要なト

レーニング方法でもある｡ 畳の上にタオルなどを

置き, 足の指先でタオルを挟み込み, 連続してか

き集める｡ 指先の使い方, 足底筋の筋力強化を目

的とする｡

(その２) 刈足トレーニング

軸足で立ち, 刈足の指先で自分の名前を自国文

字やアルファベットで畳の上に書いてみる｡

刈足は畳から２, ３センチ浮かした状態で行う｡

指先に力を入れ屈曲させた状態ですばやく, クイッ

クモーションで行う｡

(その３) 燕返

単独で立ち, 相手がかけてきた ｢出足払｣ をイ

メージし, その足を透かし�自分の踵が殿部に当
たるように足の力を抜き, 素早く後方に引く�
｢出足払｣ で応じる一人練習を左右足で連続して

行い, 反射神経, スピードを養う｡

(その４) 一人足技移動打込

軸足で立ち ｢大内刈｣, ｢小内刈｣ と連続してかけ

ながら前方に移動していく｡

｢大内刈｣ は大きく円をかき, ｢小内刈｣ は鋭角

に素早く刈る｡ (従前から行なわれている, ｢出足

払｣ や ｢送足払｣ を施しながら, 前方, 斜め前方,

あるいは後方に一人で移動しながら素振りを行な

う練習方法も非常に効果的である)

(その５) 大内刈から４方向へ

｢大内刈｣ をかけ, 受がかけられた足をやや上

げ後方に下がる｡ 取は軸足で立ち, 真後, 右後隅,

左後隅と, それぞれの方向へ２歩, ３歩とバラン

スよく立ったまま受を押しこんでいく｡ 最後は軸

足の向きを変え方向転換し ｢内股｣ で自分の体も

同時に捨てながら回転して投げる｡

軸足が強化され, 投げる方向感覚 (後方から前

方方向), バランスもよくなる｡ 釣手の手首の使

い方 (手首で受けの頭部が傾くようにあごを突く)

や内股に連絡変化した際の両手の使い方を習得さ

す｡

(その６) 大外刈, 足車から３方向へ

｢大内刈｣ のモーションから (｢大外刈｣ のモー

ションで軸足を動かすと受が反応し, 刈ろうとす

る足を捌き, 逃げられることが多い) 刈足を受の

膝裏に当てロックし ｢横｣ ｢後隅｣ ｢前方｣ の３方

向に投げる｡ 足の使い方も大切であるが, 釣手

(手首の動かし方), 引き手の使い方も重要である｡

以上のような足技練習方法を反復練習していけ

ば, 技術向上が比較的短期間のうちに効果的に表

れるものと考える｡ 全般に小柄で日本人に類似し

た体型の人々が多く見受けられるベトナムにおい

ては, 有効な練習方法の一つであると推考する｡
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｢小よく大を制す｣ ｢柔よく剛を制す｣ といった表

現が柔道の代名詞のように言われるが, ベトナム

を始めとする�����諸国では上半身の力に頼ら
ない, こういった足技を中心とした技術向上プロ

グラムの構築を確立することが, 将来を見据えた

適切な指導方法であると考えている｡

全日程を通した感想として, 基本動作の反復練

習を避け, 根気強さや粘り強さに欠ける傾向が一

部指導者の中に見られたことから, メンタル面の

強化も計画的に推し進めていく必要があるのでは

なかろうか｡ 滞在中, 体力測定を実施したり, そ

れに関するデーターの確認は出来なかったが, ナ

ショナルチームに所属する数名の選手と乱取稽古

をし, 実際に組んでみて実感したことは彼らの

｢筋力不足｣ ｢非力さ｣ を確認することが出来た｡

これらの課題に対するトレーニングプログラムも

積極的に構築していかなければならないであろう｡

心, 技, 体に多くの課題を残しているだけに, コー

チーング方法如何によっては未知なる可能性が期

待できる楽しみな国であると言えよう｡�����
柔道が世界の国々に普及していることは誰もが

認めるところであるが, まだまだ国際水準レベル

に達していない国も多く存在していることも事実

である｡ こういった柔道後進国と言われる国々に

対する支援活動も, 柔道発展のために決して怠っ

てはならない重要な課題である｡ それぞれの国に

おいて歴史, 思想, 国民性, 慣習, 体型, 身体能

力などに様々な違いがあるように, その国々に合っ

た稽古方法, トレーニング方法を工夫し考察して

いかなければならない｡ 本資料がそのための一助

になれば幸甚である｡ 今後もスポーツ・武道を通

しての交流を積極的に推進していき, 本学の目標

である国際交流の向上に微力ながらでも貢献でき

るよう尽力していくことは我々の使命, 責務であ

る｡ このセミナーへの参加を快く承諾してくれた

芝山秀太郎学長, 伝統武道・スポーツ文化系重岡

孝文系主任はじめ関係各位にこの場を借りて深く

感謝の辞を表し, 稿を閉じる (写真��－��)｡ {資料３は���に提出した報告書}
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写真�� 閉講式にてベトナムオリンピック委員会長か
ら花束のプレゼントを受ける

写真�� 修了証を手渡す筆者

写真�� ベトナムオリンピック委員会, 柔道連盟, 受
講者全員で
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１) 決定版講道館柔道 講道館著 ���.
２) 濱田初幸：武道シンポジウム ��世紀の武道の意

義 ��. ��－��. ����, ��月.
３) 濱田初幸：蒼天 鹿屋体育大学財団 月報����, ��

月第���号.
４) 濱田初幸：ベトナム柔道コーチセミナー －オリ

ンピックソリダリティー・テクニカルコース, 柔

道, 講道館, ����, ��月号��. ��－���.
濱田：国際交流の一環としての柔道指導方法について
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